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●
２
０
２
２
年
度
予
算
の
概
算
要
求
総
額
は

　
４
年
連
続
で
過
去
最
大

　

２
０
２
２
年
度
の
各
省
庁
の
予
算
概
算
要
求
総
額
は
、

１
１
１
兆
円
を
超
え
、
４
年
連
続
で
過
去
最
大
と
な
る
見

通
し
で
、
１
０
０
兆
円
を
超
え
る
の
は
８
年
連
続
と
な
り
、

国
債
の
元
利
払
い
費
で
あ
る
国
債
費
も
30
兆
２
３
６
２
億

円
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
歳
出
の
３
分
の
１
を
占
め
る
社

会
保
障
費
が
膨
ら
み
厚
生
労
働
省
の
２
０
２
２
年
度
予
算

概
算
要
求
額
は
、
一
般
会
計
総
額
33
兆
９
４
５
０
億
円
で
、

２
０
２
１
年
度
当
初
予
算
33
兆
１
３
８
０
億
円
か
ら
８
０

７
０
億
円
、
２
・
４
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
年
金・医
療
等
に
係
る
経
費
は
31
兆
７
７
９
１
億
円
で
、

同
31
兆
１
０
５
３
億
円
か
ら
６
７
３
８
億
円
、
２
・
２
％
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、年
金
が
12
兆
７
０
０
０
億
円
、

医
療
が
12
兆
１
０
０
０
億
円
、
介
護
が
３
兆
３
０
０
０
億

円
、
障
害
福
祉
そ
の
他
が
３
兆
７
０
０
０
億
円
で
す
。

　

２
０
２
２
年
度
予
算
概
算
要
求
の
特
徴
的
な
こ
と
は
、

項
目
の
み
を
掲
げ
て
計
上
額
は
予
算
編
成
過
程
で
検
討
さ

れ
る
「
事
項
要
求
」
が
多
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
主
な
事

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て

社
会
保
障
制
度
を

充
実
さ
せ
る
予
算
編
成
に
期
待

雪
の
聖
母
会
健
康
保
険
組
合
　
理
事
長
　
井
手
　
義
雄

項
要
求
は
「
感
染
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
」
と
さ
れ
て
い

る
コ
ロ
ナ
対
策
予
算
を
は
じ
め
、
次
の
通
り
で
す
。

①
診
療
報
酬
・
薬
価
改
定

②
雇
用
保
険
の
国
庫
負
担

③
児
童
虐
待
防
止
対
策
・
社
会
的
養
育
の
迅
速
か
つ

強
力
な
推
進

④
不
妊
治
療
の
保
険
適
用

⑤
水
道
施
設
の
耐
災
害
性
強
化
対
策
等

⑥
消
費
税
率
引
上
げ
と
合
わ
せ
て
行
う
社
会
保
障
の

充
実
お
よ
び
「
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
で

示
さ
れ
た
「
教
育
負
担
の
軽
減
・
子
育
て
層
支
援
・

介
護
人
材
の
確
保
」

⑦
過
去
の
年
金
国
庫
負
担
繰
り
延
べ
の
返
済

●
財
源
は
消
費
税
を
含
め
て
過
去
最
高
に

　
「
２
０
２
２
年
危
機
」に
備
え
る
予
算

　

社
会
保
障
制
度
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
２
０
２
２

度
予
算
の
財
源
が
消
費
税
収
を
含
め
て
過
去
最
高
額
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
社
会
保
障
の
充
実
に
つ
い
て
は
「
消

費
税
率
引
上
げ
と
合
わ
せ
て
行
う
」
と
さ
れ
て
お
り
、
消

費
税
収
は
す
で
に
国
の
税
収
全
体
の
34
・
５
％
を
占
め
て

い
ま
す
。「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
は
一
定
の
成
果

が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
今
後
は
、
コ
ロ
ナ
を
含
め
た
社
会

保
障
と
財
源
に
つ
い
て
、
新
た
な
展
望
を
検
討
す
る
時
期

を
迎
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、

「
２
０
２
２
年
危
機
」
へ
の
対
応
で
す
。
医
療
保
険
制
度
に

と
っ
て
「
２
０
２
２
年
危
機
」
は
、
団
塊
世
代
が
後
期
高

齢
者
に
到
達
す
る
こ
と
で
、
医
療
保
険
の
財
政
を
さ
ら
に

圧
迫
し
て
医
療
保
険
制
度
が
存
亡
の
危
機
に
陥
る
こ
と
に

備
え
る
の
も
２
０
２
２
年
度
予
算
で
す
。

　

２
０
２
２
年
７
月
７
日
に
閣
議
了
解
さ
れ
た
「
２
０
２

２
年
度
予
算
概
算
要
求
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
方
針
」

で
は
、
２
０
２
２
年
度
予
算
は
、「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
２
０
２
１
」（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。）

お
よ
び
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
８
」

で
示
さ
れ
た
「
新
経
済・財
政
再
生
計
画
」（
以
下
単
に
「
新

経
済
・
財
政
再
生
計
画
」
と
い
う
。）
の
枠
組
み
の
下
、
手

を
緩
め
る
こ
と
な
く
本
格
的
な
歳
出
改
革
に
取
り
組
む
と

さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
次
の
通
り
で
す
（
次
頁
左
囲

み
）。

●
期
待
さ
れ
る
社
会
保
障
制
度
を
充
実
さ
せ
る

　
予
算
編
成

　

厚
生
労
働
省
の
２
０
２
２
年
度
予
算
概
算
要
求
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
国
民
の
命
・
暮
ら
し
・

雇
用
を
守
る
万
全
の
対
応
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、

感
染
症
を
克
服
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
た
な
仕
組
み
の

構
築
、
少
子
化
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
力
強
い
成
長
の
推

　
被
保
険
者
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
当
健
康
保
険
組
合
の
事
業
運
営
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
次
の
重
点
的
な
要
求
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
の
経
験
を
踏
ま
え
た
柔
軟
で
強
靭
な

保
健
・
医
療
・
介
護
の
構
築

②
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
「
成
長
と
雇
用
の
好
循

環
」
の
実
現

③
子
供
を
産
み
育
て
や
す
い
社
会
の
実
現

④
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
構
築

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
り
最
終
的
な
予
算
案
は
か
な

り
の
変
動
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
３
機
能
「
生
活
安
定
・

向
上
」「
所
得
再
配
分
」「
経
済
安
定
」
と
４
制
度
「
社
会

保
険
」「
社
会
福
祉
」「
公
的
扶
助
」「
保
健
医
療
・
公
衆
衛

生
」
か
ら
成
り
立
つ
社
会
保
障
制
度
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
予
算
編
成
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
雪
の
聖
母
会
健
康
保
険
組
合
の

　
令
和
２
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

雪
の
聖
母
会
健
康
保
険
組
合
の
令
和
２
年
度
決
算
は
、

収
支
残
高
で
は
、
予
備
費
の
未
執
行
分
と
合
わ
せ
て
１
億

３
７
１
９
万
７
千
円
（
対
前
年
比
５
５
３
３
万
７
千
円
減
）、

経
常
収
入
支
出
差
引
額
で
は
１
億
２
４
９
７
万
円
（
対
前

年
比
５
８
１
３
万
６
千
円
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

健
康
保
険
組
合
の
健
全
な
財
政
運
営
を
推
進
す
る
上
で
、

「
実
効
性
の
あ
る
医
療
費
適
正
化
対
策
」「
後
発
医
薬
品
の

使
用
促
進
」「
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
」

を
強
化
し
、
被
用
者
保
険
の
保
険
者
と
し
て
の
機
能
が
果

た
せ
る
よ
う
、
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
中
間
見
直
し

を
令
和
２
年
度
末
に
行
い
、
令
和
３
年
度
の
計
画
に
お
い

て
は
、
健
康
保
険
組
合
お
よ
び
事
業
主
に
お
け
る
健
康
課

題
を
抽
出
し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
評
価
指
標
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
保
健
事
業
を
効
果
的
・
効
率
的
に
実
施

す
る
た
め
に
健
康
保
険
組
合
と
事
業
主
と
の
協
働
を
積
極

的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
被
保
険
者
並

び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
自
分
自
身
の

健
康
づ
く
り
、
医
療
費
の
節
減
に
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「2022年度予算概算要求にあたっての
基本的な方針」の骨子

１．要求・要望
〇年金・医療等については、前年度当初予算額に高齢化
等に伴ういわゆる自然増（6,600億円）を加算した範囲
内で要求。ただし、増加額について、「新経済・財政再
生計画改革工程表」に沿って着実に改革を実行してい
くことを含め、合理化・効率化に最大限取り組み、高
齢化による増加分に相当する伸びにおさめることを目
指すこととし、その結果を2022年度予算に反映させる。

〇地方交付税交付金等については、「新経済・財政再生計
画」との整合性に留意しつつ要求。

〇義務的経費については、前年度当初予算の額の範囲内
で要求。義務的経費を削減した場合には同額を裁量的
経費で要求可。参議院議員通常選挙に必要な経費等の
増減については加減算。

〇その他の経費については、前年度当初予算額の100分
の90（「要望基礎額」）の範囲内で要求。
〇グリーン、デジタル、地方活性化、子供・子育てへの
予算の重点化を進めるため、「基本方針2021」及び「成
長戦略実行計画・成長戦略フォローアップ」等を踏ま
えた諸課題について、「新たな成長推進枠」を設ける。
各省大臣は、前年度当初予算におけるその他の経費に
相当する額と要望基礎額の差額に100分の300を乗じ
た額及び義務的経費が前年度当初予算の額を下回る場
合にあっては、当該差額に100分の30を乗じた額の合
計額の範囲内で要望。

２．予算編成過程における検討事項
〇要求・要望について、これまでの歳出改革の取組を基
調とした効率化を行う。その上で、「新たな成長推進枠」
において要望された経費については、「新経済・財政再
生計画」における歳出改革努力を継続するとの方針を
踏まえ措置する。

〇消費税率引上げとあわせ行う増（これまで定められて
いた社会保障の充実及び「新しい経済政策パッケージ」
で示された「教育負担の軽減・子育て層支援・介護人
材の確保」）については、前年度当初予算の例に基づき
所要の額を要求するものとし、その対前年度からの増
加の取扱いについては、予算編成過程において検討す
る。
〇子供・子育てについては、「子供に関する様々な課題に
総合的に対応するため、…こうした機能を有する行政
組織を創設するため、早急に検討に着手する」及び「十
分に安定的な財源を確保しつつ、有効性や優先順位を
踏まえ、速やかに必要な支援策を講じていく」との方
針を踏まえ、予算編成過程において検討する。



国庫負担金収入・
国庫補助金収入・
雑収入・その他（931円）

財政調整事業交付金
（4,172円）
調整保険料収入（6,799円）

保険料（515,093円）

収　入
526,995円

財政調整事業拠出金
（6,788円）

事務費（20,596円）
保健事業費（19,179円）

連合会費・積立金・
雑支出（1,223円）

支　出
474,710円

保険給付費
（224,055円）納付金

（202,869円）

雪の聖母会健康保険組合　〒810-0001　福岡県福岡市中央区天神4-1-28　TEL：092-724-0908

収　　入（千円）
保 険 料 1,351,605
国 庫 負 担 金 収 入 ・ 他 347
調 整 保 険 料 収 入 17,840
国 庫 補 助 金 収 入 545
財 政 調 整 事 業 交 付 金 10,948
雑 収 入 1,551

合　　　　計 1,382,836
経常収入合計 1,352,796

支　　出（千円）
事 務 費 54,043
保 険 給 付 費 587,921
法 定 給 付 費 57 7 , 3 4 4
付 加 給 付 費 10 , 5 7 7

納 付 金 532,327
前 期 高 齢 者 納 付 金 23 3 , 0 6 0
後 期 高 齢 者 支 援 金 29 9 , 2 5 6
そ の 他 11

保 健 事 業 費 50,325
財 政 調 整 事 業 拠 出 金 17,812
連 合 会 費 778
積 立 金 2,367
雑 支 出 66

合　　　　計 1,245,639
経常支出合計 1,227,827

収 入 支 出 差 引 額 137,197千円
経常収入支出差引額 124,969千円

収　　入（千円）
介 護 保 険 収 入 128,454
繰 入 金 5,000
国 庫 補 助 金 311

合　　　計 133,765

被保険者１人当たりで見ると

健
康
保
険
分

介
護
保
険
分

令和2年度　収入支出決算概要

支　　出（千円）
介 護 納 付 金 118,417

合　　　計 118,417

収 入 支出差引額 15,348千円


